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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年7月23日(2009.7.23)

【公表番号】特表2009-517971(P2009-517971A)
【公表日】平成21年4月30日(2009.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2009-017
【出願番号】特願2008-543263(P2008-543263)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｇ０６Ｑ  10/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/765    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｆ  17/60    １６４　
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月5日(2009.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツを記録するステップと、
　前記コンテンツの記録に関連して生成されるメタデータを収集するステップと、
　前記メタデータを前記コンテンツと関連付けるステップと、
　前記関連付けられたメタデータを使用して、前記コンテンツを操作するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　携帯電話、ラップトップコンピュータ、センサ、および携帯情報端末のうちの１つによ
る関連付けのために、前記メタデータを収集するステップをさらに含むことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　カメラを使用してコンテンツを記録するステップと、
　携帯電話、ラップトップコンピュータ、センサ、および携帯情報端末のうちの１つのよ
る関連付けのために、カメラの設定を収集するステップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　複数の処理オペレーションを含む、メタデータに関するワークフローを利用するステッ
プをさらに含み、前記複数の処理オペレーションの各処理オペレーションは、前の処理オ
ペレーションから前記コンテンツと前記メタデータを受信することを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項５】
　前の処理オペレーションからの前記メタデータを、現在の処理オペレーションに利用す
るステップをさらに含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記現在の処理オペレーションを使用して、現在処理しているメタデータを前記コンテ
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ンツに提供するステップをさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記メタデータをデータベースに報告するステップをさらに含むことを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記メタデータを前記コンテンツに関連付けることにより、媒体の制作を通じて前記コ
ンテンツの処理を可能にするステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項９】
　コンテンツの編集、色の等級付け、およびデイリー視聴プロセスの少なくとも１つから
メタデータを収集するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記コンテンツと関連する前記メタデータを、媒体の制作を通じて蓄積するステップを
さらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記メタデータを前記コンテンツとともに直接格納するステップをさらに含むことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ワークフローを通じて前記メタデータをデータベースに格納するステップをさらに含む
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　複数のデータベースのネットワークを、前記データベースとして使用するステップをさ
らに含むことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　タイムスタンプされ、かつ一意に識別された複数のメタデータの入力を使用して、コン
テンツを個々のメタデータとリンクさせるステップをさらに含むことを特徴とする請求項
１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記メタデータを、ワークフローにおいてコンテンツの処理を自動化し、促進し、改善
するのに使用するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　ワークフロー内でメタデータを記録し、使用するためのシステムであって、
　コンテンツの収集が可能な少なくとも１つの記録デバイス（１２、２６）と、
　前記ワークフロー内の前記コンテンツと関連付けられたメタデータを収集するように構
成された、複数のメタデータデバイス（１５０）と、
　前記ワークフロー内の前記複数のメタデータデバイスからメタデータを受信し、当該メ
タデータをデータベース内に格納するように構成された、サーバ（１７０）と、
　前記サーバにアクセスし、前記ワークフローを通じて前記コンテンツと関連する前記メ
タデータをレンダリングするように構成された、少なくとも１つの使用デバイス（１５８
）と
　を備えることを特徴とするシステム。
【請求項１７】
　前記複数のメタデータデバイス（１５０）の各メタデータデバイスは、携帯電話、ラッ
プトップコンピュータ、センサ、処理装置、および携帯情報端末の１つを含むことを特徴
とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記記録デバイス（１２）は、カメラを含み、前記メタデータは、カメラの設定を含む
ことを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ワークフローは複数のプロセスを含み、当該複数のプロセスの各プロセスは、前の
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プロセスから前記コンテンツと前記メタデータとを受信することを特徴とする請求項１６
に記載のシステム。
【請求項２０】
　前のプロセスからの前記メタデータは、現在のプロセスに利用されることを特徴とする
請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記現在のプロセスは、現在のプロセスのメタデータを前記コンテンツに提供すること
を特徴とする請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記メタデータは、前記複数のプロセスのそれぞれと関連する前記データベース（１０
２）に直接報告されることを特徴とする請求項１９に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つの使用デバイスは、コンテンツ編集デバイス（１５８）、色の等級
付けデバイス（１５６）、およびデイリー視聴デバイス（１６０）の少なくとも１つを含
むことを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記メタデータは、前記ワークフローを通じて、前記コンテンツと関連して蓄積される
ことを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記メタデータは、前記コンテンツとともに直接格納されることを特徴とする請求項１
６に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記データベースは、複数のデータベース（１０２）のネットワークを含むことを特徴
とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記データベース（１０２）と前記コンテンツの少なくとも１つは、コンテンツを個々
のメタデータにリンクさせるのに使用される、明確に識別され、かつタイムスタンプされ
た複数のメタデータの入力を含むことを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記メタデータは、前記ワークフローの任意の部分におけるコンテンツの処理を自動化
し、促進し、改善するのに使用されることを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項２９】
　映画の制作においてメタデータを記録し、使用するためのシステムであって、
　コンテンツを収集するように構成されたカメラ（１２）と、
　前記制作において前記コンテンツを記録し、処理するように構成された処理装置（２８
）と、
　前記処理装置および前記カメラに組み込まれる少なくとも１つのデバイスを含むメタデ
ータ収集デバイス（１０６、１１４、１０８、２８）であって、前記少なくとも１つのデ
バイスは、システムに外部的にアクセスするように構成され、前記メタデータ収集デバイ
スは、メタデータを収集して、当該メタデータを前記制作における任意のポイントで任意
の時間に前記コンテンツと関連付けて、当該メタデータを、メタデータデータベースの１
つの中に直接前記コンテンツに対して記録するように構成される、メタデータ収集デバイ
スと
　を備えることを特徴とするシステム。
【請求項３０】
　データベース（３０）にアクセスして、前記コンテンツに関連する前記メタデータをレ
ンダリングするように構成された処理デバイス（２８）をさらに備え、前記メタデータは
、前記制作を通じて、前記コンテンツと同期された処理の方向およびコメントを提供する
ことを特徴とする請求項２９に記載のシステム。
【請求項３１】
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　前記処理デバイスは、コンテンツ編集デバイス（２８）、色の等級付けデバイス（１１
２）、およびデイリー視聴デバイス（１０８）の少なくとも１つを含むことを特徴とする
請求項３０に記載のシステム。
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